平成30年度　事業報告書
平成30年６月１日から令和元年５月31日まで

(特定非営利活動法人      

宅老よりあいひまわりの会)

1 　事業の成果

昨年6月27日の平成30年度総会後事業計画に基づいて1年間運営してまいりました。
規定に沿って運営推進会議を年2回行っています。
日常のレクレーションでは、スタッフも創意工夫しながら内容の充実を図り、室内グランドゴルフやペットボトルボーリング、輪投げ、カーリングなどをアレンジし、個々の利用者に応じて工夫しながら行っています。毎日、リハビリ体操やボール体操で身体を動かし、月に2回の３B体操も皆さん楽しみにしています。
恒例の県内一周駅伝では手作りのちぎり絵の横断幕を作りみんなで応援しました。手工芸としては、折り紙、包装紙などを用いて、花や小物、季節のものなどを作っています。
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季節の行事としてシチメンソウ見物・ひがたよか公園に弁当持参でさくら見物、ドライブを行っていますが、利用者さん自身の体力低下に伴い、外出されず残られる人も増えたり、入浴を希望される人が増えている状況です。変化ある充実したものにと検討しながら行っております。創作ではちぎり絵で藤の花・菜の花などを作りました。
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頭の体操では公文の大人の数字盤の利用や月刊誌レクリエを活用し塗り絵・間違い探し・佐賀新聞の間違い探しなど活用したり、トランプやビンゴゲーム、しりとり･中とりなどしたりしています。
地域の方から季節の野菜など提供があり、より季節の食材を取り入れての提供に努めており、利用者の咀嚼力や歯の状況なども年々悪くなっています、ミキサー食や水分にトロミ付けなどで誤嚥など注意して今後もご利用者の声を聴きながら、希望に沿った食事の提供に努めていきます。
利用者としては、今年度からの新規1名と再利用1名ありました。現在、18名の人が利用登録をしていますが、90歳以上の方が7名で、日々の利用にあたっては、定員10名のうちほぼ半数が90歳以上となっています。年齢とともに介護度も上がり、より介護が必要な人が増えてます。要介護４、３の方（中重度）の方が4名いらっしゃいます。

お泊りでは家族の休養・病気・旅行など家族の必要時に対応しております。現在、定期的に週２回2名の方が火・水曜日と金曜日に泊られおり、その他は随時希望時に対応しています。家族の負担軽減につながっています。
例年冬場はインフルエンザなどで休みが増えますが今年は感染される方はおられませんが風邪や持病の悪化したり自宅で転倒骨折されたりと、長期入院される方が数名いました。冬場の感染症対策が更なる注意が必要だと考えています。

消防法のもと、年1回の消防署の立ち入り調査、消防機器の点検、年2回の消火、避難、通報訓練も行っています。
ささえあい活動においては、支援内容としては、通院介助、買い物介助などの移送を伴う支援が多く、東与賀という公共交通機関の不便な土地がらや日中は家族が不在で家族からの支援が期待できないため、利用を希望される人が多く、今後も利用者と活動者を広げていきます。
人事では、介護職員が家庭及び健康の理由で1名の職員が退職されました。
介護職員の処遇改善交付金を今年度も引き続き、スタッフに還付しております。6月分より、わずかですが上げる予定です。
送迎用車輌では４台で運用して、長年乗っていた乗用車を軽乗用車に交換しました。細い路地もあり、またささえあいでは、1名から2名ほどしか乗せることはありませんので、維持費を考えて軽乗用車にしました。5月に古賀常次郎基金より２０万の補助を受けました。
子育て支援に関する事業では、子供の一時あずかりでは6名の利用がありました。
子供たちが来るのを楽しみにされ利用者の笑顔も増え、自分から子供たちに声かけたり、あやしたりと高齢者にとってもよい刺激になっているようです。[image: image4.jpg]
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平成30年度のひがたの里の通所介護・助け合いの利用者状況は別表のとおりです。
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